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吉田構内の試掘調査

第５章　平成 10 年度山口大学構内の試掘調査

第１節　吉田構内の試掘調査

１　教育学部附属養護学校給食室改修工事に伴う試掘調査

（1） 調査の経過

教育学部附属養護学校（現：特別支援学校）給食室改修工事に伴い、既設の給食室改修

工事と増築工事が行われることになった。附属養護学校の敷地は、従前は水田であり、同

校校舎新営時に山口市教育委員会の試掘調査を経て、北西縁の排水溝・擁護壁設置予定箇

所を対象に同教育委員会・山口大学埋蔵文化財資料館が事前調査を実施している。事前調

査では縄文時代晩期の土壙２基、弥生時代の溝７条などが検出され、縄文土器、弥生土器、

磨製石斧、剥片等が出土した
1 )

。今回増築予定地付近は過去に調査が行われておらず、地下

の状況が不明であることから、埋蔵文化財資料館運営委員会が審議した結果、試掘調査が

必要との判断が下された。上記を受け、埋蔵文化財資料館が平成 10 年７月８～ 15 日に試

掘調査を実施した。調査面積は 12.3 ㎡である。

（2）基本層序・遺構・遺物（Fig.73, PL.64・65）

基本層序は第Ⅰ層：表土（花壇基礎・アスファルト　層厚：５～９㎝）、第Ⅱ層：造成土（層

厚62 ～83㎝）、第Ⅲ層：水田耕土（褐色土・オリーブ黒色土　層厚12 ～17㎝）、第Ⅳ層：水

17.6

Fig.71　調査区位置図
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田床土（黄灰色土　層厚２～６㎝）、

第Ⅴ層：弥生時代以降の遺構面形成

層である。第Ⅴ層は第Ⅴ－１層：明

緑灰色（10GY7/1）シルト、第Ⅴ－２

層:明緑灰色（5G7/1）砂礫土、第Ⅴ

－３層： 浅黄色（2.5Y7/3） 砂礫土

に細分される。  

第Ⅴ－１層上面は遺構検出面で

ある。調査区北端部で第Ⅴ層の堆積

状況を確認するために確認トレンチ

を設定して調査を行った結果、第Ⅴ

－２・３層から摩滅した縄文土器片

が出土した。

遺構は調査区北部の第Ⅴ－１層

上面で、土坑２基、ピット20基を検出

した。このうち、埋土が黒褐色系の

SK1・2、Pit2・12が弥生～古墳時代で、

その他は埋土が水田耕土もしくは床

土と近似するため、近世以降と考え

られる。いずれも深さ10㎝未満で、一

部については検出後に上層からの染

みこみと判断した。Pit15 ～ 20は水

田耕作に伴う杭列であろう。以下で

は弥生～古墳時代の遺構について報

告する。

SK1 （Fig.73, PL.65 （3））

一部が調査区外であるほか、排水

管埋設により破壊されているため、

全形は不明である。調査区内で検出

した縦軸50㎝、横軸44㎝である。埋土
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Fig. 73　調査区平面図 ・ 断面図
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は黒褐色（10YR3/1）砂で、弥生土器片、土師器片が出土した。

SK2 （Fig.73, PL.64 （3））

一部を検出したのみで、調査区外へ広がるため、詳細は不明である。検出した一辺は94㎝

である。埋土は黒褐色（10YR3/1）粘質土で、出土遺物はない。

Pit2 ・4 （Fig.73, PL.65 （1））

Pit2は直径17㎝、深さ約６㎝、Pit4は直径15㎝、深さ約２㎝である。埋土はいずれも黒褐

色（10YR3/1）粘質土で、出土遺物はない。

出土遺物には、第Ⅴ－２・３層から出土した縄文土器、SK1から出土した弥生土器・土師

器、水田耕土から出土した弥生土器、土師器、陶磁器、造成土から出土した須恵器などがある

が、いずれも小片で図化困難である。

（3）小結

今回の調査では、弥生時代以降の遺構面形成層である第Ⅴ－２・３層から縄文土器片が

出土した。また、第Ⅴ－１層上面で弥生～古墳時代とみられる土坑２基・ピット２基を検出

したほか、近世以降の水田に関連するとみられるピット、杭列を検出した。弥生～古墳時代

とみられる遺構の分布は希薄で、深さも浅い。遺物包含層が残存してないことから、これら

の遺構は水田造成時に削平を受けたと考えられる。しかし、掘り込みの深い遺構について

は、残存している可能性が高いため、引き続き埋蔵文化財の保護に注意が必要であろう。

［注］

 1）河村吉行「付篇Ⅰ　吉田構内教育学部附属養護学校新営に伴う発掘調査」（『山口大学構内遺跡調査  

  研究年報Ⅸ』、1991 年）


